
イベントを終えて
審査委員長
川久保俊氏（法政大学デザイン工学部　教授）

第三回テクノロジー × 空気＝クリーン（旧：室内環境改善コンテスト）にご参

加いただき、空気を綺麗にするアイデアをお寄せいただいた皆様、どうもありが

とうございました。ファイナリストに残られた 5 名の方々のアイデアも、残念

ながらファイナリストに選出されなかった皆様のアイデアもすべて魅力的なもの

ばかりでした。皆様の応募資料を拝見して、改めて我々の身の回りの空気が、す

べての人間の共有資源であり、大切に守っていかないといけないものであること

を強く認識させられました。我々が日々健康で快適な暮らしを送る上で欠かすこ

とのできない空気。この空気を清浄に保つ方法を今後も皆様と共に模索していき

たいと思っております。このたびはありがとうございました。

大会長
大江晃正氏（㈱パリッシュホームサービス　代表取締役社長）

第三回テクノロジー × 空気＝クリーン（旧：室内環境改善コンテスト）にご参

加いただき、空気を綺麗にするアイデアをお寄せいただいた皆様、どうもありが

とうございました。ファイナリストに残られた 5 名の方々のアイデアも、残念

ながらファイナリストに選出されなかった皆様のアイデアもすべて魅力的なもの

ばかりでした。皆様の応募資料を拝見して、改めて我々の身の回りの空気が、す

べての人間の共有資源であり、大切に守っていかないといけないものであること

を強く認識させられました。我々が日々健康で快適な暮らしを送る上で欠かすこ

とのできない空気。この空気を清浄に保つ方法を今後も皆様と共に模索していき

たいと思っております。このたびはありがとうございました。

副審査員長
連健夫氏（（一社）日本建築まちづくり適正支援機構　代表理事）

当コンクールは第３回となり、応募案と共に選出方法もレベルが更に上がったよ

うに感じました。ベンチャーカフェ東京を会場に公開方式で、プレゼ審査を行い、

併せてライブでオーディエンスから投票を得る中で、高校生以下部門と一般部門

いずれも決選投票で決着というドラマチックな結果となりました。高校以下では

門倉君（未来の遮光カーテン）と日比野君（浴室天井加熱器）が競い合い、門倉

君が最優秀賞、一般部門は、三浦氏（無垢材のバイオ乾燥）と草柳氏（現代漆喰・

ゾノエース）が競る中で三浦氏が最優秀に輝きました。興味深かったのは、視聴

者からの投票で決まるオーディエンス賞は、惜しくも敗れた草柳氏が選ばれまし

た。ハイレベルの競い合いの中で客観的な視点が機能した形で、とても良いイベ

ントになったと感じました。



イベントを終えて
高校生以下部門　最優秀賞＆ファイン . 住宅賞
門倉春樹さん（小学生4年生）

ぼくは、絶対選ばれないと思っていたのに、企業賞を貰ってビックリしました。

ぼくはちゃんとこれからも頑張らないといけないって思いました。最優秀賞の理

由として、スライドに書いてないのに、逆転の発想のところも、気づいてもらえて、

褒められて、とても嬉しかったです。あと、久保さんからはカーテンじゃなくて、

窓でそれが出来たらというところも想像してみて欲しい。本当に、実現しようねっ

てアドバイスをくれて、僕に期待をしてくれる人がいて、とても嬉しいって思い

ました。ぼくは、気持ちのいい空気の中で、みんながもっと楽しく生活できるよ

うに陰で、頑張りたいです。

一般企業部門　グランプリ賞
三浦享浩氏（三浦製材㈱　代表取締役）

この度はグランプリを受賞させて頂き、本当にありがとうございました。このよ

うなコンテストがある事すら知らなかったのですが、事務局長の加藤さんよりご

紹介を受け、チャレンジする事にしました。特に特別な事を発表した訳でもなく、

日々取り組んでいる内容を報告させて頂いたので、逆に評価された事には大変嬉

しく思っています。「三浦製材では日本一健康な家をつくる」事を目標に掲げ、

無垢の木材にまで配慮した健康住宅を建てています。そしてもう一つの目標は、

最高品質の木材をつくることにより、世の中を変え世界を変えたいと思っていま

す。今回の受賞はその過程において、大きな一歩となり得た事は私たちの励みで

もあり、大きな後押しにもなります。素晴らしい木造文化によって、世の中が変

わって行く事を共に味わいましょう！ありがとうございました。

創設者・事務局長
加藤美奈子氏（（一社）日本室内空気保健協会　代表理事）

イベントを通し、多くの方に「空気質の大切さ」を伝えることができました。関

係者の皆様ありがとうございました。今年はベンチャーカフェ東京で開催でき、

社会インパクトの勢いを増した年となりました。また、若者のプレゼンに多くの

大人たちが感動したと言っていただきました。来年も開催する準備をしています。

皆様のパワーで社会課題を解決できればと思います。


